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●入居時期
　10月中旬から11月上旬頃

●入居の資格等
　下記①～④の条件をすべて満たす方が申し込みできます。

①町内に定住を希望し住居を必要としていること、または町内企業に就職するために住居

を必要としていること

②現在同居中や同居予定の親族がいること

③世帯の所得が基準額以上であること（世帯の年間所得の１／12が、家賃（月額）の３倍以上）

※ただし、被災者の方で世帯状況等により申し込みできる場合がありますので担当課まで

ご相談ください。

④暴力団員でないこと

●選考方法
　入居資格の有無及び優先的に入居できる条件に該当するかの有無を書類審査の上、募集戸

数を超える申し込みがあった場合は、同等の条件に該当する方の中で抽選により決定します。

▽問い合わせ先　地域整備課　建設整備班　�（767）2121

●申込書・募集要項配布開始日
　９月１日（木）　午前９時から

●申込書配布場所
　地域整備課建設整備班（役場庁舎⑦番窓口）

　総合案内（役場庁舎正面入口）

●申込受付期間
　９月５日（月）～９月14日（水） ※郵送の場合、左記期間の消印有効

　午前９時～午後５時（土、日曜日を除く）

●申込方法
　受付期間内に申込書、その他必要書類を担当課まで直接、または郵送でご提出ください。

●募集住宅・募集戸数・家賃等
　しらかし台定住促進住宅（利府町しらかし台一丁目８番地３）

　ＲＣ造　５階建（エレベーター無し）

駐車場使用料（月額）共益費（月額）家賃（月額）募集戸数階数間取り

2,800円／区画800円35,000円２戸４階３ＤＫ（６畳×２、4.5畳）

・敷金は家賃（月額）の３か月分です。
・駐車場保証金は駐車場使用料（月額）の３か月分です。
・駐車場は、１戸あたり２区画まで使用可能です。なお、駐車できる車の大きさには制限があります。

定住促進住宅入居者募集定住促進住宅入居者募集
今回の募集は、東日本大震災
の影響により、住宅が全壊等
し居住できなくなった世帯等
の申し込みを優先としますの
で、あらかじめご了承ください。
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◆東日本大震災の影響によるブブロック塀等の解体ロック塀等の解体について
　東日本大震災により被害を受けた個人または中小企業者が所有するブロック塀等で、ひびや傾き等により、
倒壊の恐れがあるものについて、二次災害の防止を図るため、解体及び撤去を町が無償で行ないます。
※ブロック塀の基礎、擁壁及び土留めは対象外です。
【提出書類】①申請書　②身分証明書の写し　③現場写真（撤去前・後）　④契約書、領収書等（すでに撤去を

行なった方のみ）　⑤隣地所有者の同意書（隣地と境のブロック塀を解体する場合）
【受付期間】12月28日（水）まで　午前９時～午後５時　※土・日曜日、祝日を除く。
※すでに解体作業が終了した場合でも、補助の対象となる場合がありますので、お問い合わせください。
〔訂正〕先に回覧した文書では「公道に面している部分」という要件が入っていましたが、倒壊の恐れがあり

危険であると認められるものは全て対象となります。

一部損壊住宅等支援制度の申請を受け付けしています
　東日本大震災により被災を受けた個人が所有する町内にある住宅で、次の①～④のすべての
条件に該当する住宅について、補助金の申請を受け付けしています。
※賃貸用住宅及び震災時に住家として使用していない家屋は対象外となります。

①被災者生活再建支援制度や住宅応急修理制度の支援対象とならない場合
（一部損壊等）で、修繕工事を行なった住宅
②国や県、町の他の補助制度の支給対象とならない住宅
③修繕工事費が50万円以上の住宅（外構工事は対象外）
　※自らが施工した場合の修繕費については、対象外となります。
④平成24年３月30日までに修繕工事が完了し、申請を行なった場合

◆補助額
　修繕工事費により次のいずれかの金額となります。
　①５０万円以上１００万円未満の場合・・・５万円（１棟につき）
　②１００万円以上の場合・・・・・・・・１０万円（１棟につき）

◆申請時の必要書類
　申請の際は、申請書のほか、下記の書類が必要です。
　①修繕工事費の領収書（原本及び写し）並びに明細書（写し）
　②工事写真（施工前・施工後）　写し可
　③預金通帳の写し（表紙の裏面）

◆申請窓口（申請書様式については、受付窓口で配布します）
　町民交流館１階で受け付けしています。
　【受付時間】午前９時～午後５時（土・日曜日、祝日を除く）

▽問い合わせ先
　企画課　まちづくり推進班

�（767）2113

　詳しくは、お問い合わせ
ください。

▽問い合わせ先　生活環境課　町民生活班　�（767）2119

◆東日本大震災の影響による 事業所等の解体事業所等の解体 について
　東日本大震災により被災した中小企業者が所有する事業所等（償却資産を除く）について、二次災害の防止
及び経営再建を図るため、解体撤去及び処分を町が無償で行ないます。
▽以下の要件にすべて該当する場合、対象となります。
　①東日本大震災により被災した中小企業者が所有する事業所等の家屋
　②り災証明書において全壊、大規模半壊、半壊と判定されたもの
　③町内において経営再建を図るもの
【受付期間】12月28日（水）まで　午前９時～午後５時　※土・日曜日、祝日を除く。
※すでに解体や処分作業が終了した場合でも、補助の対象となる場合がありますので、お問い合わせください。

▽問い合わせ先　地域整備課　産業経済班　�（767）2120
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　平成23年７月１日から自動交付機での証明書交付が始まりました。
　土日等の窓口が閉まっている時にもご利用になれます。
　なお、自動交付機の利用には事前の登録が必要ですのでご注意ください。登録は無料です。

■■■■■■■■■■■■■■■■■証証証証証証証証証証証証証証証証証明明明明明明明明明明明明明明明明明書書書書書書書書書書書書書書書書書ののののののののののののののののの自自自自自自自自自自自自自自自自自動動動動動動動動動動動動動動動動動交交交交交交交交交交交交交交交交交付付付付付付付付付付付付付付付付付機機機機機機機機機機機機機機機機機をををををををををををををををををごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいい

自動交付機の稼働時間
【　平　　日　】午前８時30分～午後８時
【土・日、祝日】午前９時～午後８時
　　　　　　　　※年末年始（１２／29～１／３）及び町民交流館の休館日は休止します。

自動交付機を利用するには
◆自動交付機を利用できる方
（１）利府町に住民登録をしている方で、15歳以上の方（被成年後見人を除く）
（２）利府町発行の「住民基本台帳カード」または「印鑑登録証」をお持ちの方
　　※お持ちではない方は、いずれかを別途作成していただくこととなります。
◆利用申請に必要なもの
（１）住民基本台帳カードまたは印鑑登録証　※両方お持ちの方は、両方ともお持ちください。
（２）本人確認書類
　　※免許証、パスポート等、官公署発行の写真付き身分証明書で、申請日当日有効なもの。

利用申請にあたって
◆暗証番号の登録
　ご持参いただいた住民基本台帳カードまたは印鑑登録証に、ご利用の際使用する暗証番号を記録しま
すので、暗証番号（４桁数字）をお考えの上、お越しください。
◆申請時のご注意
・利用申請ができるのは、利用者本人です。代理人の申請はできません。
　※委任状があっても代理申請できませんので、ご注意ください。
・写真付き本人確認書類をお持ちでない方には、受付後、住所地に「照会書」を発送します。後日、照会
書を本人に持参していただき、利用登録が完了します。

・住民基本台帳カードや印鑑登録証は、それぞれ作成に必要なもの等が異なるため、どちらもお持ちで
ない方は、事前にご確認ください。

▽問い合わせ先　生活環境課　町民窓口班　�（767）2118

発行できる証明書の種類

母子父子世帯に係る東日本大震災義援金
　平成４年４月２日以降に生まれた児童を扶養している世帯のうち、震災時に母子父子世帯であって、震災
により住家に半壊以上の被害を受けた世帯に対し、宮城県災害義援金として、１世帯あたり20万円が支給
されます。なお、支給の対象となるのは児童の保護者です。

◆必要書類　り災証明書、保護者名義の通帳、児童手当受給証または母子父子医療費受給者証
◆受付会場　保健福祉課（利府町保健福祉センター内）

▽問い合わせ先　保健福祉課　福祉班　�（356）1334

※お問い合わせの際は、電話番号を間違えないよう注意してください。

料　　金 
（一通あたり）

自動交付機で取得できる証明書

200円住民票の写し（世帯全員・一部）

200円印鑑登録証明書

450円※本籍が利府町の
方のみ

戸籍謄本・抄本

200円戸籍の附票

200円課税・非課税（所得）証明書（注１）

（注１）課税・非課税（所得）証明書は、現在稼働開始日を調整中です。
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▽問い合わせ先　生活環境課　防災安全班　�（767）2174

◆測定値の公表
　今回の測定値等については、広報紙編集日程の都合により、８月１９日までの公表となりました。
　なお、毎日の測定値については、利府町ホームページで随時更新し、公表しています。詳しくは、お問い合
わせください。

　町では、東日本大震災による福島第一原子力発電所の事故に関し、簡易型放射線測定器で、町内小中学校等
21施設の校庭等における空間放射線量の測定を行なっています。
　測定は、土・日曜日、祝日を除く、平日に行なっており、測定概要は下記のとおりです。
　なお、測定値は国・県発表の測定値とは、測定機器や場所、測定方法などに違いがあるため直接比較はできま
せんのでご承知ください。

◆測定対象　　　大気のγ線（ガンマ線）
◆測定ポイント　宮城県の放射線量測定方針に準じて、利府中学校、しらかし台中学校、利府西中学校、利府町

役場が地表から100cm、それ以外の施設については、地表から50cmで測定しています。

利府町内における放射線量率は、健康に影響を与えるレベルではありません。

※８月１日から８月１９日までの測定結果の推移です。

測　定　値
測定場所No.

８月18日・19日８月12日・15日８月８日・９日

0.0780.0810.076利府小学校1

0.1060.0920.092利府第二小学校2

0.1120.1180.115利府第三小学校3

0.0890.0900.095青山小学校4

0.1020.1040.103しらかし台小学校5

0.1210.1210.105菅谷台小学校6

0.0930.0820.094利府中学校7

0.1110.1040.101しらかし台中学校8

0.1070.0940.091利府西中学校9

0.0980.0960.103利府幼稚園10

0.0970.1090.113利府聖光幼稚園11

0.1080.1020.094
利府おおぞら幼稚園
利府おおぞら保育園

12

0.1020.0980.102菅谷台保育所13

0.0920.0980.103利府聖農保育園14

0.0960.0990.090青葉台保育園15

0.0700.0980.089なしの美保育園16

0.0950.0830.078利府葉山保育園17

0.0830.0850.085しらかし台こども園18

0.1100.1010.111
東部地区子育て支援センター

「ペア・きっず」
19

0.0670.0620.059西部児童館20

0.1000.0990.095利府町役場21

放射線量の 
推移グラフ 

（場所：利府町役場） 単位：マイクロシーベルト／時間 8/1 8/4 8/7 8/10 8/13 8/16

利府町役場 

8/19

4.000

3.000

2.000

1.000

0.000

基準値（3.8） 

単位：マイクロシーベルト／時間
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利府町の1日も早い復興に向けて
　本町では、東日本大震災からの復旧・復興
に向け、今後の町づくりの将来像と、その中
で取り組むべき施策をまとめた「（仮称）利府
町震災復興計画」の策定を行なっています。
震災からの復旧・復興にあたっては、「生命」
と「財産」を守ることができるまち、人々の
「絆」によって町が復旧・再生し、さらに発展
するまちづくりを目指します。
　また、計画の策定にあたり、有識者や関係
機関の代表者で組織する震災復興計画策定委
員会を組織し、広く意見を伺い策定します。
７月１５日に開催した第１回会議では、特に津
波の被害により浸水した地域の今後の復旧や、
子ども達の安全対策への早急な取り組みなど、
ご意見をいただきました。
　今後は、アンケート調査結果やみなさんの
ご意見を十分に踏まえながら、計画を策定し
ていきます。

年内の策定をめざして！
（仮称）利府町震災復興計画を

策定します

� ��������������������������������������������

　また、宮城県町村会長として県内町村
を代表し、菅首相をはじめ関係閣僚に対
し、県内被災地の現状を伝えるとともに、
被災地のみなさんの生活改善のために必
要な支援策について、積極的に要請活動
を続けています。

【枝野官房長官訪問】【枝野官房長官訪問】

　７月７日には、東日本大震災復興対策
本部宮城現地対策本部長の末松内閣府副
大臣が本町を訪れ、被災状況を視察され
ました。
　その際、副大臣に復興のための支援、
震災による宅地災害への救済措置、児童
福祉施設の復興支援などについて要請を
行ないました。

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災
においては、町内でも建物の倒壊や道路の破損、
津波による家屋浸水など甚大な被害を受けてお
り、その内容は、広範囲にわたるものとなって
います。
　このような状況において、町内を震災前の正
常な状態に戻し、安心して暮らせる環境にする
ためには、多額の費用を要することから、国や
県の財政支援は欠かせないものとなっています。【末松副大臣への復興支援要請】【末松副大臣への復興支援要請】

【菅首相に対する要請活動】【菅首相に対する要請活動】
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フォトダイアリー フォトダイアリー フォトダイアリー 

　７月９日（土）と10日（日）、塩竈市公民館において、ジュ
ニアリーダー初級研修会が開催されました。
　今年は、塩竈市・松島町と合同で開催され、２日間行なわ
れた研修会には、中学生、高校生25人が参加しました。利
府町からは15人が参加し、ＭＡＰ（みやぎアドベンチャープ
ログラム）や、ジュニアリーダーの役割と心得などについて
学びました。
　この研修でジュニアリーダーとしての意識や技術を身に付
けたメンバーの、今後の活躍が期待されます。

ジュニアリーダー初級研修会

　７月28日（木）、生涯学習センターにおいて、小学生親子

61人を対象に、縄文ペンダントづくりと火起こし体験教室

を開催しました。

　火起こし体験では、なかなかうまくいかず悪戦苦闘してい

ましたが、次第にコツをつかみ、参加者みんなで力を合わせ

ながら頑張っていました。また、縄文ペンダントづくりでは、

世界に一つしかない自分の作品にそれぞれの想いをはせてい

たようです。

郷土ふれあい学習会を開催しました

　８月９日（火）、生涯学習センターなどを会場に、子ども会

のリーダーを育成するために、インリーダー研修会を開催し

ました。

　町内の小学５、６年生37人とジュニアリーダー 16人が参加

し、アートワークや調理実習、ゲームや花火を楽しみました。

　学校や学年の違う仲間との交流で、夏休みの思い出をつく

ることができました。

インリーダー研修会

　７月29日（金）、役場会議室において平成23年度全国・東北
中学校体育大会出場激励会を開催しました。
　鈴木町長が、「宮城県中学校総合体育大会において、日ご
ろの厳しい練習の成果をいかんなく発揮され、弓道、水泳、
柔道の種目で優秀な成績を収められましたことは、本町にと
りまして、大変喜ばしいことであります。全国、東北大会で
も頑張ってください」と、激励しました。
◆利府中学校【全国大会】　 ※順不同・敬称略

　・弓道女子　団体　横濱　美波、柴　英理香
　　　　　　　　　　桂嶋　　瑞、佐藤美紀子
　・水泳　飛板飛込、高飛込　佐々木康平
◆しらかし台中学校【東北大会】
　・柔道男子　81kg級　早坂　拓也

おめでとう！全国・東北中学校体育大会出場

◆利府西中学校【東北大会】
　・水泳女子　800ｍ自由形　土田　佳奈
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9月の SEPTEMBER
おはなし会 

●と　き　14日（水）、28日（水）
　　　　　・午前１１時（幼児対象）
　　　　　・午後３時（幼稚園児、小学生対象）
●ところ　図書館（公民館内）児童書コーナー

問　図書館

　７月25日（月）、東北楽天ゴールデンイーグルスから、
利府町に「がんばろう！東北」応援旗と収納ボードが贈呈
されました。
　これは、東日本大震災で被災されたみなさまに、一日
も早い復興に向けて頑張ってほしいという想いが込めら
れています。
　役場正面玄関に設置してありますので、お立ち寄りの
際はぜひご覧ください。

がんばろうがんばろう！！東北 応援旗贈呈式東北　応援旗贈呈式

入場無
料
「小さな音楽会」

【開　催　日】９月16日（金）
【出演時間】12：30～12：55
【開催場所】町民交流館　エントランスホール
【出　　演】
　　中田ギターサークル「ソルファ」／ギター
　　「また君に恋してる」「童謡メドレー」ほか
※出演者募集中です。
　出演ご希望の方は、公民館までお問い合わせく
ださい。

問　公民館

利府町生涯学習人材バンクを
利用してみませんか？

　「利府町生涯学習人材バンク」は、町内に住んでいる様々な
知識や技術を持っている方々を指導者として登録し、生涯学
習活動を行なっているみなさんに対し、登録している指導者
を紹介する制度です。
　講師の一覧は、町内小中学校、生涯学習センター、公民館、
総合体育館などで閲覧できます。みなさんも、様々な活動を
行なっている講師のもとで生涯学習の幅を広げてみませんか。
　また、指導者として協力いただける新規の登録を随時受付
していますので、知識や技術をお持ちの方、ぜひお気軽にご
登録ください。
　利用または登録を希望する方は、生涯学習センターの窓口
までお越しください。

問　生涯学習センター

　10月４日から、しらかし台にお住まいの画家、児玉
泰隆氏の絵画展示を皮切りに、町内で活動しているサー
クル等が制作した作品を展示します。
●開催期間　10月から３月まで
●場　　所　生涯学習センター　１階ふれあいホール
※展示作品を随時募集中です。
　展示ご希望の方は公民館までお問い合わせください。

問　公民館

「「「「「「「「「「「「町町町町町町町町町町町町民民民民民民民民民民民民ギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャララララララララララララリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーー」」」」」」」」」」」」作作作作作作作作作作作作品品品品品品品品品品品品展展展展展展展展展展展展示示示示示示示示示示示示ののののののののののののおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知ららららららららららららせせせせせせせせせせせせ「町民ギャラリー」作品展示のお知らせ

　利府の民話と方言に耳を傾けて、利府の魅力を再発
見。共に語り合い、親交を深めてみませんか。
　どなたでも参加できます。
●日　　時　９月22日（木）　午前10時～正午
　　　　　　※午前９時45分受付開始
●会　　場
　生涯学習センター　ミーティグルーム１・２
●定　　員　30人
●参加申込
　９月15日（木）までに、電話で申し込みください。
　（参加費無料、定員になり次第締め切り）
●申　込　先　生涯学習課　生涯学習振興班
　　　　　　�（767）2125
●持　ち　物　筆記用具
※この講座は、平成23年度みやぎ県民大学生涯学習支援

者養成講座受講生による自主企画事業です。

問　生涯学習センター

みやぎ県民大学企画講座

～民話でつなごう十符の里～
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SEPTEMBER9月の休館日 
生涯学習センター………… 
５、20、10月３ 
※５、10月３は１階のみ開館 
※10、11は利府町議会議員選挙のため、 
　町民ふれあいホールは利用できません。 
※上記のほか、健診等により利用できな 
　い場合があります。 

郷土資料館………………… 
５、20、10月３ 

公民館……………………… 
12、26、10月11 
※上記のほか、健診等により利用できな 
　い場合があります。 

図書館……………………… 
５、12、19、23、26、30 
10月３ 

【
川　

柳
】　

梨
の
木
川
柳
会　
 

課
題 
「
彩
り
」・「
随
詠
」

彼
と
逢
う
小
花
模
様
の
ジ
ャ
ン
プ
傘　
 

菊　

地　

正　

廣

朝
昼
夕
と
顔
を
出
す
彩
で
あ
る　
 

鈴　

木　

逸　

志

バ
ー
ゲ
ン
に
よ
り
取
り
見
取
り
の
夏
ゆ
か
た　
 
長　

塩　

久　

全

彩
り
に
ソ
ッ
ポ
を
向
い
た
道
を
行
く　
 

半　

澤　

孝　

一

地
盤
沈
下
家
も
心
も
液
状
化　
 

大　

山　

和　

夫

意
地
を
は
り
心
浮
い
た
り
沈
ん
だ
り　
 

佐
々
木　

文　

枝

彩
取
り
が
い
い
の
わ
た
し
は
こ
れ
に
し
た　
 
鈴　

木　

美　

恵

に
っ
こ
り
と
サ
ラ
ダ
に
載
っ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト　
 

鈴　

木　

せ
つ
子

見
る
だ
け
で
南
国
誘
う
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ　
 

水　

間　

節　

夫

む
ら
さ
き
は
あ
な
た
の
色
よ
花
菖
蒲　
 

吾　

妻　

久　

岳

【
俳　

句
】

震
災
の
神
の
子
の
た
め
蛍
の
夜　
 

古　

山　

の
ぼ
る

百
た
び
の
余
震
を
重
ね
蓮
の
花　
 

土　

見　

敬
志
郎

濃
紫
陽
花
ま
た
雨
を
呼
ぶ
余
震
か
な　
 

伊　

藤　

英　

子

夏
潮
や
た
ま
し
い
龍
宮
に
遊
び
を
り　
 

佐　

藤　

篤　

子

朝
凪
て
復
興
の
光
寒
風
沢
に　
 

神　

野　

礼
モ
ン

天
窓
に
朱
き
月
あ
り
日
々
酷
暑　
 

大
志
田　

幾　

世

青
萩
や
遠
野
の
語
り
部
老
い
し
か
な　
 

阿　

部　

サ
タ
エ

野
生
馬
の
生
れ
て
百
日
麦
は
穂
に　
 

秋　

山　

笹　

舟

一
つ
ゞ
つ
器
量
た
し
か
め
梅
漬
け
る　
 

太　

田　

春　

子

梅
雨
寒
の
紅
茶
に
落
と
す
ウ
ィ
ス
キ
ー　
 

相　

澤　

貞　

子

十
薬
の
昏
れ
て
仄
か
に
灯
り
け
り　
 

久　

道　

さ
江
子

靄
の
濃
き
畑
に
お
り
る
夏
の
暁　
 

木　

下　

あ　

い

十
符
の
里
歳
時
記

　７月31日（日）、「復興イベント　～がんばろう　利府�～」が
開催され、キックベースボール、ペタンク、フライングディスク、
ノルディックウォーキング等のニュースポーツを行ないました。
　当日は、約200人の参加者が集い、ニュースポーツやレクリ
エーションを楽しみました。

復興イベント

入場無
料

●開　催　日　10月15日（土）　　●開　場　午後１時30分　　●開　演　午後２時
●開催場所　公民館　文化ホール
●出　　演　花房　晴美・花房　真美／ピアノ連弾

【出演者紹介】

 花房 　 晴  美 
はなふさ はる み

　桐朋学園高校を首席で卒業後、フランス政府給費留学生として渡
仏。モンツァ国際コンクール第２位入賞など数々の国際コンクール
で輝かしい成績を収めている。国内でのリサイタルのほか、NHK
交響楽団をはじめとする日本の主要オーケストラとの共演も数多く、
いずれも好評を得ている。

 花房 　 真  美 
はなふさ ま み

　国立音楽大学を経て同大学大学院ピアノ・コース終了。カワイ・
サロン・コンサート、日本ショパン例会など多くの演奏会に出演し
その清冽で真摯な演奏は各地で好評を博している。1991年には、実
姉花房晴美とデュオ・リサイタルを行ない、1992年からは「花房シ
スターズ・ピアノデュオ」として本格的にデュオの演奏会をスタート
している。

問　公民館

「小さな音楽会スペシャルコンサート」「小さな音楽会スペシャルコンサート」

～三井住友海上文化財団「震災復興支援コンサート」～

～がんばろう
！利府～～がんばろう！利府～
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
り
災
証
明
で
半
壊

以
上
と
判
定
さ
れ
た
住
居
に
つ
い
て
、
町
が
無

償
で
解
体
及
び
撤
去
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
解

体
撤
去
を
希
望
す
る
方
は
、
期
限
内
に
申
請
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
対　
　

象

　

個
人
が
所
有
す
る
家
屋（
貸
家
、
ア
パ
ー
ト

を
含
む
）で
、
り
災
証
明
書
に
お
い
て
全
壊
、

大
規
模
半
壊
、
半
壊
と
判
定
さ
れ
た
住
居

●
申
請
期
限　

九
月
三
十
日
�
ま
で

　
　
　
　
　
　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

※
り
災
証
明
の
発
行
が
九
月
三
十
日
を
過
ぎ
る

場
合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課　

町
民
生
活
班

�（
７
６
７
）２
１
１
９

�
（
7
6
7
）2
1
1
1
 

　（
7
6
7
）2
1
0
1

代表番号 

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 
ま
ち
か
ら
の

ま
ち
か
ら
の 

ま
ち
か
ら
の 

　

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違

反
し
た
場
合
に
は
、
懲
役
ま
た
は
罰
金
刑
に
処

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
目
に

つ
き
に
く
い
山
間
や
河
川
に
、
安
易
に
廃
棄
物

が
捨
て
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
道
路
や
空
き
地
に
は
、
空
き
缶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
煙
草
の
吸
い
殻
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

も
大
変
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
為

は
、
私
た
ち
の
快
適
な
生
活
環
境
を
破
壊
し
、

郷
土
の
自
然
が
損
な
わ
れ
る
原
因
に
も
な
り

ま
す
。

　

す
ば
ら
し
い
利
府
町
の
環
境
を
次
世
代
に
残

す
た
め
、
自
ら
の
ご
み
に
つ
い
て
責
任
を
持
ち
、

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

集
積
所
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ボ
ト
ル
が
混
ざ
っ
て
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
見
ら

れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ

ト
ル
は
、
外
見
だ
け
で
は
区
別
し
に
く
い
で
す

が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
分
別
す
る
も
の
に
は
、

下
記
の
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
マ
ー
ク
の
有
無
で
見

分
け
て
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
出
す
際
は
、

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
外
し
、
軽
く
す
す
い
で

つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
や
ご
み
箱
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
、
衣
類
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
繊
維
製
品
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
形
を
変
え
て
再
利
用

さ
れ
ま
す
。
資
源
物
と
し
て
の
回
収
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

九
月
は
廃
棄
物
不
法
投
棄
防
止
強
化

月
間
で
す

普
通
救
命
講
習
会

●
対　

象　

者

　

町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
十
六
歳

以
上
の
方

●
内　
　

容

　

三
時
間
コ
ー
ス
、
受
講
料
は
無
料
で
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
開
催
日
時

　

九
月
二
十
八
日
�

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分

　

役
場
二
階
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。
募
集
人

数
は
各
日
三
十
人
で
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
、
各
種
団
体
、
サ
ー
ク
ル
等

で
講
習
希
望
の
場
合
は
、
随
時
、
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

九
月
二
十
一
日
�
〜
九
月
三
十
日
�

【
重
点
目
標
】

　
　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
な
ど
、
交
通
事

故
の
な
い
安
全
で
安
心
に
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

九
月
三
十
日
は
、

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」　

　

優
良
運
転
者
表
彰（
交
通
銀
賞
以
上
）を
受
け

る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
と　

き　

九
月
三
十
日
�
午
後
七
時
〜

●
と
こ
ろ　

町
民
交
流
館
研
修
室

※
修
了
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
受
講
の
際
に
必

要
に
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

塩
釜
地
区
交
通
安
全
協
会
利
府
支
部
事
務
局

　
　
　
　
　

（
生
活
環
境
課
防
災
安
全
班
内
）

生
活
環
境
課　

防
災
安
全
班

�（
７
６
７
）２
１
７
４

秋
季
農
作
業
安
全
運
動
の
実
施

　

毎
年
、
農
業
用
機
械
の
運
転
操
作
の
誤
り
に

よ
る
土
手
下
へ
の
転
落
、
耕
耘
部
分
へ
の
巻
き

込
み
な
ど
と
い
っ
た
農
作
業
中
の
重
大
事
故
が

県
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
下
一
斉
に
秋
の
農
繁
期
に
あ
わ

せ
て
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
啓
発
活
動

を
展
開
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
収
穫
作
業

に
あ
た
り
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
互
い
に
声
を

か
け
合
っ
て
、
地
域
み
ん
な
で
農
作
業
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
実
施
期
間

　

九
月
一
日
�
〜
十
一
月
三
十
日
�

●
農
作
業
安
全
の
た
め
の
注
意
点

・
こ
れ
か
ら
使
う
機
械
や
道
具
の

点
検
は
早
め
に
行
な
う
。

・
定
期
的
に
休
憩
の
取
れ
る
無
理

の
な
い
作
業
計
画
を
作
成
す
る
。

・
狭
い
農
道
を
走
行
す
る
際
は
、

路
肩
の
状
況
を
事
前
確
認
す
る
。

・
農
作
業
や
機
械
作
業
に
適
し
た

服
装
を
心
が
け
る
。

・
ほ
場
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
え
は
、

適
切
な
速
度
で
慎
重
に
行
な
う
。

・
点
検
・
調
整
時
は
、
初
め
に
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

地
域
整
備
課　

産
業
経
済
班

�（
７
６
７
）２
１
２
０

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

被
災
家
屋
解
体
の
申
請
期
限
に
つ
い
て

　

国
際
交
流
協
会
で
は
、
県
内
在
住
の
留
学
生

を
対
象
に「
み
や
ぎ
の
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
事

業
」を
開
催
し
ま
す
。

　

一
泊
二
日
の
日
程
で
、
家
族
一
緒
に
留
学
生

を
囲
ん
で
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す「
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

　

受
け
入
れ
る
留
学
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

ご
家
庭
の
事
情
を
考
慮
し
、
決
定
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日　

程　

十
月
一
日
�
〜
十
月
二
日
�

●
募
集
数　

先
着
十
世
帯

●
締　

切　

九
月
八
日
�
必
着

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局（
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
班
）

�（
７
６
７
）２
１
１
３

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

秋
の
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
運
動

安
全
運
転
者
研
修
会

町税納付
納税相談夜間相談窓口

今月の納期限

9月30日（金）
●固定資産税（第2期）
●国民健康保険税
　（第3期）
●後期高齢者医療保険料
　（第3期）

　東日本大震災の影響により、町
税及び保険料の納期が変更となっ
ていますので、ご注意ください。

町税は口座振替を利用し、
納期限内に完納しましょう

財務課　納税班
�（767）2172

　仕事などの都合により金融機関の窓口をご利用で
きない方や、納税相談を希望する方のため、次のと
おり窓口を開設していますので、ご利用ください。

9月30日（金）
午後８時30分まで
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日曜開庁日 9月11日（日）
午前９時～午後１時

生活環境課
　町民窓口班
�（767）2118

①住民票、戸籍謄本・抄本、印鑑登録・証明書の発行、自動交付機の利用申請
②税務関係諸証明、町税納付、納税相談
③転入・転出異動届並びに付随する諸手続き

　本道路は、平成10年度から平成23年度までの14年を
かけて、葉山地区から陸前浜田駅・国道45号までの整備
を進めてきました。
　この度、８月１日（月）に供用開始し、全線開通となり
ました。

都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ががががががががががががががががががががががががが都市計画道路「浜田駅前赤沼線」が
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通しししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた全線開通しました

【　道　路　概　要　】
Ｌ＝4,032ｍ、Ｗ＝10.5～18ｍ

地域整備課　建設整備班　�（767）2122

たくさんの　心のこもった 
ご支援ありがとうございます 
たくさんの　心のこもった 
ご支援ありがとうございます 

■利府町勤労者生活安定資金融資制度

　町内に勤務、または町内に住所を有する勤労者で、本人または家族の婚姻、出産、療養、学費、耐久消費財の購入等の一般
生活資金への融資を行なうものです。

教　　育　　資　　金生活安定資金

町内に勤務または町内に住所を有する勤労者で、本人ま
たは家族の教育資金への融資を行なうもの

町内に勤務、または町内に住所を有する勤労者で、本人または家
族の婚姻、出産、療養等の一般生活資金への融資を行なうもの

内 容

200万円以内融資限度額

年1.85％年2.50％金 利

10年以内（据置期間５年以内）５年以内（据置期間なし）返 済 期 間

別途、保証料（年0.7％～1.2％）が必要となります。保 証 料

不　要担 保

東北労働金庫塩釜支店（�364-3115）申 込 先

地域整備課　産業経済班　�（767）2120

融資制度のご案内

■利府町中小企業振興資金融資制度、利府町小企業小口資金融資制度

　町内に独立した事業所、または店舗がある中小企業者及び小企業の方々が事業資金を必要とする場合に利府町が融資の助成
を行なうものです。

利府町小企業小口資金融資制度利府町中小企業振興資金融資制度

300万円以内2,000万円以内融資限度額

年2.2％金 利

運転資金　４年以内
設備資金　４年以内
併　　用　４年以内

（いずれも据置期間なし）

運転資金　　７年以内
設備資金　　１０年以内
併　　用　　７年以内

（いずれも据置期間なし）

返 済 期 間

信用保証協会の信用保証により町が全額補給保 証 料

不　要信用保証協会で定める要領に準ずる保証人担保

七十七銀行利府支店（�356-8444）、仙台銀行利府支店（�356-4141）申 込 先

　本町の税務行政につきましては、日ごろ格別のご理
解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　先に、平成23年度固定資産税納税通知書を送付し
ていますが、通知書内の「取扱金融機関」欄において、
下記のとおり印字誤りがありました。大変ご迷惑をお
かけいたしましたことに深くお詫び申し上げます。 

平成23年度
固定資産税 納税通知書について（お詫び）

正　仙台農業協同組合本・支店
誤　仙台農業共同組合本・支店

財務課　税務班　�（767）2117

【物　資】８月９日現在（７月20日以降受付分）（敬称略、順不同）

利府町婦人会、斉藤秀紀及び同志、東京成徳大学
子ども学部子ども学科准教授加藤理、認定NPO法人
勤民を助ける会、�東京美術倶楽部、�後藤鈑金、
引地林一、引地龍夫

【寄付金】８月９日現在（７月20日以降受付分）（敬称略、順不同）

シダックス株式会社（東京都） 500,000円
（財）宮城県市町村振興協会（仙台市）　 4,600,000円
石川県輪島市　 200,000円
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こ
の
た
び
施
行
さ
れ
た
震
災
特
例
法
に
よ
り
、

住
宅
、
家
財
、
事
業
用
資
産
等
に
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
に
お
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
二
十
二

年
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
所
得
税
等
の
減
免
措
置

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
次
の
と
お
り
、
手
続
き
に
関
す

る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
開
設
時
間
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
平

日
、
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

▽
と
こ
ろ
＝
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
三
階
マ
リ
ン

ホ
ー
ル

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
の
間
に
到
来
す
る
、
す
べ
て
の
国
税
に

関
す
る
申
告
、
納
付
等
の
期
限
が
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。

▽
平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
�

　

ま
た
、
九
月
三
十
日
ま
で
に
申
告
所
得
税
や

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係

る
振
替
納
税
の
振
替
納
付
日
は
、
平
成
二
十
三

年
十
月
三
十
一
日
�
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
大
震
災
の
被
害
に
よ
り
、
九
月
三
十

日
ま
で
に
申
告
、
納
付
等
の
手
続
き
が
困
難
な

方
は
、
個
別
に
期
限
の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
状
況
が
落
ち
着
い
た
後
、
塩
釜
税
務
署

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
塩
釜
税
務
署
に
お
電
話
の
う
え
、

自
動
音
声
の
番
号
案
内
に
従
っ
て「
２
」番
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。　
 

�（
３
６
２
）２
１
５
１

　

法
務
局
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
の
不
動
産
や

会
社
の
登
記
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
の
相
続
、
土
地

の
購
入
、
建
物
の
新
築
、
会
社
の
役
員
変
更
等
、

登
記
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

�
０
１
２
０（
２
２
７
）７
４
６

▽
受
付
時
間
＝【
平
日
】午
前
八
時
三
十
分
〜
午

後
五
時
十
五
分【
休
日
】午
前
九
時
〜
午
後
四
時

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
仙
台
法
務
局
民
事
行
政
部

総
務
課　
 

�（
２
２
５
）５
７
１
８

　

「
塩
竈
斎
場
」は
住
宅
地
に
隣
接
し
た
公
共
施

設
で
す
。
よ
り
よ
い
環
境
を
保
つ
た
め
、
次
の

も
の
は
、
棺
に
入
れ
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

●
金
属
製
品
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
装
飾
品
、
銅
貨
、

び
ん
・
缶
類
、
鏡
、
め
が
ね
な
ど
不
燃
性
の

も
の

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ゴ
ム
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
有

害
物
質
を
出
す
お
そ
れ
の
あ
る
製
品

●
布
団
、
綿
入
れ
な
ど
燃
え
に
く
い
も
の

●
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
機
械
類（
体
内
に

残
っ
て
い
る
場
合
は
、
斎
場
職
員
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
）

●
そ
の
他
、
破
裂
す
る
危
険
の
あ
る
も
の（
ス

プ
レ
ー
缶
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
な
ど
）

　

な
お
、
車
で
来
場
さ
れ
る
場
合
は
、
環
境
面

及
び
近
隣
住
宅
へ
の
配
慮
の
た
め
、
ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

待
合
室
を
ご
利
用
の
際
、
後
片
付
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
塩
釜
地
区
環
境
組
合

�（
３
６
３
）２
７
７
７

　

塩
竈
斎
場　
 

�（
３
６
４
）８
９
１
６

　

仙
台
法
務
局
及
び
宮
城
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
九
月
五
日
�
か
ら
十
一
日
�
ま
で
、

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」強
化
週
間
と
定
め
て
電
話
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　

高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法

務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
悩
ま
ず
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　

開
設
時
間
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
仙
台
法
務
局
】

　

・
九
月
五
日
�
〜
九
月
九
日
�

　
　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
七
時

　

・
九
月
十
日
�
、
九
月
十
一
日
�

　
　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

【
仙
台
法
務
局　

塩
釜
支
局
】

　

・
九
月
五
日
�
〜
九
月
九
日
�

　
　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
十
五
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、
休
み
と
な
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で
す
。
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。

●
相
談
電
話
番
号�

０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
仙
台
法
務
局
人
権
擁
護
部

�（
２
２
５
）５
７
４
３

〜
保
険
金
請
求
申
請
代
行
業
者
に
ご
注
意
を
〜

　

契
約
者
に
代
わ
っ
て
、
損
害
保
険
会
社
に
震

災
に
伴
う
保
険
金
の
請
求
申
請
を
行
な
う
申
請

代
行
業
者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

中
に
は
、
契
約
者
が
受
け
取
る
保
険
金
か
ら

高
額
な
申
請
手
数
料
を
請
求
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　

地
震
保
険
や
火
災
保
険
な
ど
を
契
約
し
て
い

る
方
は
、
ご
自
身
で
損
害
保
険
会
社
に
連
絡
し
、

請
求
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
時
は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
消
費
生
活
相

談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

・
利
府
町
消
費
生
活
相
談（
産
業
経
済
班
内
）

▽
相
談
日
＝
毎
週
火
・
金
曜
日（
祝
日
・
年
末

　

年
始
を
除
く
）午
前
九
時
〜
午
後
四
時

�（
７
６
７
）２
１
２
０

・
宮
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ナ
ー

情 
報 

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
 

し
ゅ
う 

ぼ 

� ��������������������������������������������

▽
募
集
対
象
＝
日
本
画
、
洋
画
、
書
、
写
真
、

工
芸
の
五
部
門

▽
テ
ー
マ
＝
自
由

▽
応
募
資
格
＝
宮
城
県
内
在
住
の
六
十
歳
以
上

の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

▽
出
展
申
込
料
＝
一
作
品
五
百
円（
出
展
は
各

部
門
一
人
一
点
）

▽
申
込
期
間
＝
十
月
二
十
日
�
ま
で

▽
展
示
会
場
＝
宮
城
県
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
展
示
期
間
＝
十
二
月
一
日
�
〜
十
二
月
四
日

�
※
入
場
料
無
料

▽
審
査
＝
各
部
門
専
任
審
査
員
が
審
査
し
ま
す
。

（
表
彰
式
あ
り
）

※
入
賞
作
品
は
、
平
成
二
十
四
年
開
催
予
定
の

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙
台
２
０
１
２
」

美
術
展
部
門
へ
出
展
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先
＝
宮
城
県
社
会

福
祉
協
議
会　

い
き
が
い
健
康
課

�（
２
２
３
）１
１
７
１

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
み
な
さ

ま
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
第
十
九
回
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展
作
品

みんなで乗ろう！
100円町民バス　問　企画課　まちづくり推進班　�（767）2113

■
塩
釜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

� ��������������������������������������������

� ��������������������������������������������

■
ち
ょ
っ
と
知
っ
て
お
き
た
い
消
費

生
活
の
こ
と

ら
し 

く 

■
塩
竈
斎
場
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
の

お
願
い

■
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間
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▽
相
談
日
＝
平
日　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
、

土
日（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）午
前
九
時

〜
午
後
四
時　
 

�（
２
６
１
）５
１
６
１

　

消　
防　
本　
部　
 

�（
3
6
1
）0
1
1
9

　

利
府
消
防
署　
 

�（
3
5
6
）2
2
5
1

　
９
月
9
日
は
救
急
の
日
で
す
。

　

救
急
出
場
件
数
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
緊
急
を
要
す
る
方
の
た
め
に
、
救
急

車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
症
状
は
軽
微
で
も「
交
通
手
段
が
な
い
」と

い
っ
た
場
合
は
、
民
間
の
患
者
等
搬
送
事
業

者
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
患
者
等
搬
送
事
業
者
と
は
、
緊
急
性
の
な
い

患
者
等
に
対
し
、
医
療
機
関
へ
の
搬
送
を
行

な
う
事
業
者
で
す
。
消
防
本
部
の
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

●
定
期
的
な
通
院
に
お
い
て
、
救
急
車
を
常
用

す
る
こ
と
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●
救
急
車
以
外
に
搬
送
の
手
段
が
な
く
、
緊
急

に
医
療
機
関
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
は
、
迷
わ
ず
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
利
府
消
防
署　

警
防
係

�（
３
５
６
）２
２
５
１

 

　

ホ
テ
ル
、
旅
館
、
学
校
、
病
院
、
工
場
、
事

務
所
等
で
多
数
の
人
々
が
出
入
り
し
、
勤
務
す

る
事
業
所
ま
た
は
一
つ
の
建
物
内
に
管
理
権
原

者
が
異
な
る
テ
ナ
ン
ト
等
が
存
在
す
る
場
合
で
、

各
テ
ナ
ン
ト
ご
と
の
管
理
す
る
収
容
人
員
が
多

い
場
合
に
は
消
防
法
に
定
め
ら
れ
た
資
格
を
有

す
る
防
火
管
理
者
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

資
格
取
得
講
習
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き
＝
十
月
二
十
日
�
〜
十
月
二
十
一
日
�

の
二
日
間

　

【
一
日
目
】
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

　

【
二
日
目
】
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
三
十
分

▽
と
こ
ろ
＝
塩
釜
商
工
会
議
所
会
議
室

（
塩
竈
市
港
町
一
丁
目
六－

二
十
）

▽
受
付
期
間
＝
十
月
三
日
�
〜
十
月
七
日
�

▽
定
員
＝
八
十
人

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

▽
申
込
場
所
＝
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
管
内

の
消
防
署

※
受
講
の
際
は
テ
キ
ス
ト
が
必
要
で
す
。
各
消

防
署
で
受
付
の
際
に
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全

協
会
が
三
千
六
百
円
で
販
売
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

消
防
本
部　

予
防
課
指
導
係

�（
３
６
１
）１
６
１
６

� ��������������������������������������������

視覚に障害のある方のためにカセットテープによる広報りふをお届けします。　問　企画課　政策班　�（767）2115

７
月
の
事
故
火
災【
町
内
】

　

◎
交
通
事
故　
　
　

件（　

件
）

１２

９４

　
　

前
年
度
同
期　
　

件（　

件
）

２４

１１５

　

◎
火　
　

災　
　

１
件（
８
件
）

　
　

前
年
度
同
期　

０
件（
３
件
）

（　

）内
は
１
月
か
ら
の
累
計

防
署
か
ら 

消 

■
救
急
車
の
適
正
な
利
用
の
お
願
い

■
甲
種
防
火
管
理「
新
規
」講
習

献献献献献献献献献献献献血血血血血血血血血血血血車車車車車車車車車車車車ががががががががががががややややややややややややっっっっっっっっっっっっててててててててててててききききききききききききまままままままままままますすすすすすすすすすすす献血車がやってきます

■と　　き　９月30日（金）　

■と　こ　ろ　利府町役場

　【受付場所】町民交流館　研修室

■受付時間

　午前９時30分～午前11時30分

　午後１時～午後４時

■献血種類　全血献血（予約制）

■所要時間　約20分～30分

▽問い合わせ先
　保健福祉課　健康づくり班

�（356）1334

※ご協力いただける方は、９月28日（水）ま
でに、保健福祉課健康づくり班へご連絡を
お願いします。

▽問い合わせ先
　りふスポーツクラブ　クラブマネジャ　大泉　�080（3143）9977

　りふスポーツクラブは誰でも気軽に参加でき、いろいろな
ことが体験できます。震災の影響で４教室からの開催ですが、
楽しく活動しています。
　これからどんどん教室が増えますので、みなさまのご参加
をお待ちしています。

●活　　動　　教　　室　スポーツ吹矢、ランニング
　　　　　　　　健康増進、自主学習

総合型地域スポーツクラブ
『りふスポーツクラブ』≪会員募集中≫

←新しい競技！
　『スポーツ吹矢』
集中力と肺活量が培われます。

自分で考える楽しさを知ろう！
『自主学習』→

普段の勉強が楽しくなります。
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カレンダー 健 康 
福祉班・健康づくり班・長寿介護班・地域包括支援センター　�（356）1334・1335

■と　　き：祝日を除く毎週金曜日
■と　こ　ろ：保健福祉センター
■受付時間：午後１時～午後１時30分
■持　ち　物：妊娠届
※午後１時30分から母子健康手帳の使い方、妊娠中
の生活、食事などの説明を行ないますので、妊婦本
人がお越しください。（所要時間約１時間）来所が困
難な場合は、あらかじめご連絡ください。
 問　健康づくり班

－母子健康手帳交付と妊婦面接－

●利府町青少年教育相談ダイヤル
　毎週月曜日～金曜日　午前９時～午後４時　�（356）0783

定期予防接種関係

ポリオ生ワクチン投与を実施します
■と　こ　ろ　町民交流館研修室
■持　ち　物　ポリオ予診票、母子健康手帳、体温計
■受付時間　午後０時50分～午後１時30分
※生後３か月以上生後90か月（７歳６か月）未満のお子
さんで、ポリオ生ワクチン未投与または２回完了して
いないお子さんが今回の対象者になります。

会　　場対象者（生年月日）ポリオ日程

町民交流館

生後３か月以上 
生後９か月未満児

９月２８日（水）

平成１６年４月６日から 
平成２３年７月５日生まれ

１０月５日（水）

平成１６年４月１２日から 
平成２３年７月１１日生まれ

１０月１１日（火）

平成１６年４月２１日から 
平成２３年７月２０日生まれ

１０月２０日（木）

麻しん風しん予防接種（MR）は、お済みですか？
　自分自身のみならず、周囲の方をも「はしか」、「風し
ん」の感染から守るためのとても重要な予防接種です。
忘れずに接種しましょう。接種には、町が発行した個人
票及び予診票が必要です。紛失した方は、お問い合わせ
ください。

備　　　考対　象　者予防接種の種類

　対象者には、個別に
通知しています。 
　個人票等の有効期限
は、「平成24年３月31
日」までとなっています。 
　早めに接種しましょう。

年長児
（来年度就学児）

麻しん風しん混合
２　期

中学１年生
麻しん風しん混合

３　期

高校３年生に相当
する年齢の方

麻しん風しん混合
４　期

問　健康づくり班

　町では予防接種法に基づき、満６５歳以上の方で季節性
インフルエンザの予防接種を希望する方に一部公費負担
を行なっています。事前に申し込みした方へ９月下旬頃
に接種票を郵送します。申し込みしていない方で希望す
る方は、お問い合わせください。
　なお、接種後の助成の申し込みは、一部公費負担の対
象外となります。ご注意ください。

高齢者の季節性インフルエンザ予防接種について

～司法書士による無料法律相談を行ないます～

　次のようなことで困っていたら、お気軽にご相談ください。
●相続・売買・贈与などの不動産登記
●会社・法人登記の相談　●訴状　●支払督促
■と　き　10月３日（月）　午前10時～午後３時
■ところ　町民交流館　研修室１

問　福祉班

//// 10月３日は「法の日」です ////

「「「「「「「「「「「「「「「「子子子子子子子子子子子子子子子子宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮ががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんん・・・・・・・・・・・・・・・・歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯周周周周周周周周周周周周周周周周疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾患患患患患患患患患患患患患患患患検検検検検検検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診診診診診診診」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受診診診診診診診診診診診診診診診診ししししししししししししししししままままままままままままままままししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううう「子宮がん・歯周疾患検診」を受診しましょう
【子宮がん検診】
■対　象　者　20歳以上の女性の方で、他で受診していない方
■検診内容　問診、視診、細胞診、内診
■検診日程　10月１日（土）～12月15日（木）
■検診料金　個人負担　頸部がん検診　1,700円
　　　　　　　　　　　体部がん検診　2,400円
■検診方法　指定医療機関による個別検診です。

【歯周疾患検診】
■対　象　者　40、50、60、70歳の方で、他で受診していない方
■検診内容　歯の状況診査、歯周組織検査、結果説明、

歯みがき指導
■検診日程　10月１日（土）～10月31日（月）
■検診料金　個人負担　1,000円
■検診方法　指定医療機関による個別検診です。
※検診の申し込みをした方には、９月中旬（予定）に受診
票を後日送付します。

※検診の申し込みをしなかった方で受診を希望する方は、
お問い合わせください。　 問　健康づくり班

対　　　象実施日区　　　分

平成22年２月生まれ９月１４日（水）
１歳６か月児健康診査

平成22年３月生まれ１０月１２日（水）

平成20年３月11日から
３月31日生まれ

９月１３日（火）

３歳児健康診査
平成20年４月１日から
４月20日生まれ

１０月４日（火）

平成20年４月21日から
５月10日生まれ

１０月２５日（火）

平成23年５月生まれ９月２１日（水）
乳児健康診査

平成23年６月生まれ１０月１９日（水）

平成21年３月生まれ９月１５日（木）２歳６か月児歯科検診
【受付時間】 
午前９時30分～午前９時45分 平成21年４月生まれ１０月１３日（木）

※母子健康手帳・健診票等をお持ちください。　 問　健康づくり班

乳幼児の健康診査
会　　場：【９月】生涯学習センター
　　　　　【１０月】公民館
受付時間：午後０時30分～午後０時45分
　　　　　９月21日のみ、午後１時まで
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9月の無料相談 

保健福祉センターで行なっている相談

利府町青葉台一丁目32番地 �（356）1334

●育児や健康に関する電話相談
　と　　き：祝日を除く毎週月曜日～金曜日
　　　　　　午前８時30分～午後５時
●健康相談
　と　　き：22日（木）　午前９時30分～午前11時
　と　こ　ろ：公民館　研修室
〈同日に離乳食教室も実施します〉
　と　こ　ろ：公民館　和室　午前10時から
　持　ち　物：母子健康手帳
　申込方法： 前日までに保健福祉課（保健福祉センター）窓

口または、電話でお申し込みください。
　　　　　　※先着10人
●高齢者総合相談
　内　　容：高齢者の介護、福祉、虐待、成年後見制度等

高齢者のさまざまな相談
　と　　き：祝日を除く毎週月曜日～金曜日
　　　　　　午前９時～午後５時
●無料・訪問歯科相談（予約制）
　内　　容：歯科衛生士の訪問による歯の磨き方や入れ歯

の手入れ方法などのアドバイスや相談
　対　象　者：病気や障害などで外出が困難な方
　申　込　先：健康づくり班　 �（356）1334

社会福祉協議会で行なっている相談

利府町中央二丁目11-1（十符の里プラザ内）　 �（356）9060

●生活相談・人権相談・行政相談・障害者相談
　と　　き：27日（火）　午前10時～午後３時

障害者相談（指定相談支援事業所 ぱれっと）

利府町森郷字蓮沼52-3　 �（767）6646

　受付時間：月曜日～金曜日及び第２・４日曜日
　　　　　　午前９時～午後５時
　※来所相談、電話相談、家庭訪問等ができます

塩釜保健所で行なっている相談（予約制）

塩竈市北浜四丁目8-15

●エイズの相談・検査と骨髄バンク登録
　※前日までに予約をお願いします。
　と　　き：７日（水）、21日（水）
　予約受付

：平日　午前９時～午後５時（祝日を除く）　時　　間
　　　エイズの相談・検査：午前９時～午前11時
　と　こ　ろ：当面の間、保健所以外の会場で行ないます。

詳しくは予約時に確認をお願いします。
　申　込　先：疾病対策班　 �（363）5504
※骨髄バンク登録（骨髄提供希望者受付）については現在休
止中です。再開決定後、追ってお知らせします。

●引きこもり・思春期こころの相談
　と　　き：15日（木）　午後１時30分～午後４時30分
　と　こ　ろ：宮城県多賀城分庁舎（旧仙台東土木事務所）
　申　込　先：母子障害第２班　 �（706）1217
●こころの相談
　と　　き：８日（木）　午後１時30分～午後４時
　と　こ　ろ：利府町生涯学習センター
　と　　き：14日（水）　午後１時30分～午後４時
　と　こ　ろ：多賀城市福祉事務所相談室
　申　込　先：母子障害第２班 �（706）1217
※相談日時は、変更になる場合がありますので、必ず予約時
に確認をお願いします。

休日診療 

カレンダー 健 康 カレンダー 健 康 
保健福祉センター（保健福祉課） 

がん相談窓口（予約制）

　がん患者とその家族の悩み、不安、疑問など医師が直接
面談し、相談に応じます。
　電話受付時間：祝日を除く毎週月曜日～金曜日
　　　　　　　　午前１０時～午後５時
　申　込　先：財団法人宮城県対がん協会　 �（263）1525
　と　こ　ろ：財団法人宮城県対がん協会
　　　　　　（仙台市青葉区上杉5丁目7-30）

女性の健康相談（予約制）

　女性医師が、思春期や更年期の身体的・精神的不調、家
族や職場でのストレス等で悩んでいる女性の相談に応じます。
　と　　き：３日（土）　午後２時～午後５時
　と　こ　ろ：大崎市（会場は予約時にお伝えします）
　と　　き：10日（土）　午後２時～午後５時
　と　こ　ろ：塩竈市（会場は予約時にお伝えします）
　電話受付時間：土日祝日を除く午前９時～午後５時
　申　込　先：宮城県女医会女性の健康相談室　

�090（5840）1993
※仙台市に通勤、通学をしている方は、仙台市会場（エルソーラ
仙台）でも相談を受けることができますので、ご相談ください。

受付時間　午前９時～午後３時歯　科
こう歯科クリニック　 �（362）5213
多賀城市下馬２－８－５

９月４日

西村歯科医院　 �（353）4092
松島町磯崎字磯崎105－３

１１日

わかば歯科クリニック　 �（767）5679
利府町加瀬字石切場1-1　ヨークタウン利府野中内

１８日

みや歯科クリニック　 �（361）5810
塩竈市海岸通10－１　三晴ビル２Ｆ

１９日

清水沢いまいずみ歯科クリニック　 �（361）3803
塩竈市清水沢１－32－１

２３日

じん歯科医院　 �（366）8461
多賀城市明月１－４－12

２５日

せいの歯科医院　 �（365）0099
多賀城市東田中２－40－32－102

１０月２日

内科・小児科（塩釜地区休日急患診療センター）

【土曜日（準夜帯）】
※ただし、土曜日が祝日の場合は、この準夜帯診療はありません。
・受　　付／午後６時30分～午後９時30分
・診療科目／小児科（診療対象年齢は15歳まで）
【日曜・祝日】
・受　　付
　　午前９時～午前11時30分
　　午後１時～午後４時
・診療科目
　　内科・小児科

問い合わせ先
�（366）0630

（塩竈市錦町7-10）

至本塩釜駅 

塩釜 
市立病院 

塩釜市 
水道部 

至
塩
釜
 

西
塩
釜
駅
 

至多賀城駅 

下
馬
駅
 

至松島 

至仙台 

県税 
事務所 

塩釜第三小 

NTT

● 

● 

● ● 

塩釜地区休日 
急患診療センター 



平成23年９月号広報りふ 16

広
報
り
ふ　
平
成　

年
９
月
号

２３

この広報紙の印刷 
には大豆油インキ 
を使用しています。 

編
集
発
行
／
利
府
町
企
画
課　

政
策
班

〒
9
8
1－

0
1
1
2　

宮
城
県
宮
城
郡
利
府
町
利
府
字
新
並
松
4
番
地

�
0
2
2（
7
6
7
）2
1
1
5

 

0
2
2（
7
6
7
）2
1
0
0

わ 
わ 
く ド 

ド 
キ 
キ く 

子育て支援課  �（767）2193　　（767）2108　 西部児童館「りふ～る」  �（781）9895 
東部地区子育て支援センター「ペア・きっず」  �（767）8150　 子育て広場「十符っ子」（生涯学習センター１階） �（767）2195

カレンダー 
内　　容時　間実施日場　所事業名・対象

保育園開放 
（園庭または室内での自由遊び）

午前10時～ 
午前11時

９月２日（金）
青葉台保育園

にこにこ広場

■乳幼児と保護者

保
育
所
で
あ
そ
ぼ
う

１０月４日（火）

９月１日（木）
利府聖農保育園

１０月５日（水）

９月１５日（木）しらかし台こども園

保育園開放とわらべうた遊び９月１６日（金）利府葉山保育園

保育所開放 
（園庭または室内での自由遊び）

９月２７日（火）菅谷台保育所

子どもの食、健康に関する相談 
（親子で自由に遊ぶ中で相談を
することができます）

午前11時～ 
午前11時50分

９月７日（水）生涯学習センター栄養士の 
「楽しく食べよう�」

■乳幼児の保護者

栄
養
相
談 ９月１４日（水）ペア・きっず

■事前に申し込みの必要はありませんので、気軽に遊びに来てください。
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電話番号時　間曜　日場　　所

（７６７）２１９３午前８時30分～午後５時

月曜日～金曜日

子育て支援課

（７６７）８１５０午前９時～午後４時
東部地区子育て支援センター
「ペア・きっず」

（７６７）２１９５午前９時～午後２時子育て広場「十符っ子」

（３４９）０６２３午前９時～午後４時菅谷台保育所（電話相談のみ）

（７８１）９８９５午前１０時～午後３時西部児童館「りふ～る」

　子育てに関する

相談事業を、次の

５か所で実施して

います。育児の不

安や疑問など、何

でも気軽にご相談

ください。

【アフリカンドラム演奏 「ドラムカフェ」】
　ドラムカフェは、世界25か国で展開され、ワールドカップ開会式、北京オリンピックなどでパフォーマンスを行なっ
てきました。震災後は、被災された方の心を癒し、少しでも多くの時間を笑顔でいてもらいたいとの思いで県内各地で
活動をしています。みんなで一緒にアフリカンドラム（ジェンベ）を叩く一体感が感動的な、楽しい参加型のドラミング
パフォーマンスです。
■開　催　日　10月10日（月）　午後１時30分～１時間程度　　■場　　所　町民交流館
　どなたでも観覧できますが、アフリカンドラム（ジェンベ）の台数に限りがありますので、演奏の参加には参加券が
必要です。参加券は次のとおり配布します。（３歳以上の子ども１人につき１枚　先着150人）
■配布期間　９月12日（月）～９月30日（金）　午前９時～午後５時　※土・日曜日、祝日を除く。定員になり次第終了。
■配布場所　子育て支援課　子育て支援班

※詳細は、後日ホームページやチラシでお知らせします。

イベント 利府町復興支援イベント　～子どもたちに笑顔を～

子 育 て 相 談 事 業

　東日本大震災後、不安な日々を過ごしてきた子ども達が、一日も早く笑顔と元気を
取り戻せるよう、親子で一緒に楽しめる復興支援イベントを開催します。ご家族おそ
ろいでご参加ください。

場　所時 　間開催日

町民交流館午前10時30分から（１時間程度）10月10日（月）

利府葉山保育園午前10時から（１時間程度）11月８日（火）

西部児童館午前10時30分から（１時間程度）11月20日（日）

【あきらちゃん・ラーメンちゃんコンサート】
　子どもも大人も一緒に楽しめる、笑顔いっぱいの「あそびうたコンサート」です。


